
 

（学校用） 
様式 A-1   

平成 ２９ 年  ９ 月 ２３ 日 

 

 
サイエンス・ダイアログ 実施報告書 

 
 
１．学校名・担当者氏名： 京都府府立城南菱創高等学校   坂田 幹雄                   
 
２．講師氏名：  Temur Khujanazarov                                       
 
３．同行者氏名：  田中 賢治                                                      
 
４．実施日時： 平成２９年 ９月 １５日 （金） １３：２０ ～ １５：１０  
 
５．参加生徒：   ３ 年生  ２６ 人、    年生   人、    年生   人 （合計  ２６ 人） 
        備考：（例：理数科の生徒） ３年生 普通科 物理選択者                     
 
６．講演題目：   なし                                                   
 
７．講演概要： 水資源の大切さ、環境破壊の問題、研究生活、ウズベキスタンの自然・文化などに 
  ついて、ゆっくりと優しい英語で講演して頂きました。生徒たちに質問したり、生徒からも英語で 
  質問したりと、活発に意見交換を行っていただきました。 
 
 
８．使用言語：   英語     
 
９．講演形式： 

（１）講演時間   ８０  分     質疑応答時間   ２０  分 
 
（２）講演方法 （例：プロジェクター使用による講演、実験・実習の有無など） 

            プロジェクター使用による講演、各種センサーの演示                    
 
（３）通訳 （例：同行者によるサポート、外国人研究者本人による日本語説明） 

            生徒の質問（日本語）を、日本人の同行者から講師の方に通訳して頂きました。   
 
（４）事前学習時使用教材（事前学習を行った場合のみ） 

 
                なし                                                                  
１０．その他特筆すべき事項： 
   休憩時間も生徒たちと談笑してしていただき、大いに盛り上がりました。 

 


